
1 

H28.６.９ 産業建設委員会協議会 資料 No.３ 

飯田市 産業経済部 工業課 

 

 

企 業 経 営 実 態 調 査 結 果 

 

 

 飯田市産業経済部工業課 

 

１ 調査概要 

（１）調 査 期 間  平成 28年５月２日（月）～平成 28年５月 30日（月） 

（２）調査の目的  企業経営状況、設備投資の動向、採用状況等を調査し、今後の施策に反映

するため。 

（３）調 査 対 象  製造業を中心に抽出した事業所 34社に対して、担当職員が質問票及び企業

訪問等によるヒアリングを実施。 

 

－業種別－ 

機  械  系   22  （64.7％） 

（精密・機器・電子・光学）  

食  品  系    8  （23.5％） 

そ  の  他    4  （11.8％） 

計      34 

－従業員数別－ 

※平成 27年度 調査時点 

1 0 人 以 下     2  （ 5.9％）

1 1 人 ～ 3 0 人     5  （14.7％） 

3 1 ～ 5 0 人   2  （ 5.9％） 

51 人～ 100 人    13  （38.2％） 

101 人 ～ 300 人      6  （17.7％） 

3 0 1 人 以 上     6  （17.7％） 

計        34 

 

 

（４）調 査 事 項  Ⅰ 売上（受注）高の状況 Ⅱ 設備投資について  

Ⅲ 採用者数について Ⅳ その他  

（５）回 答 結 果  調査項目別結果のとおり 
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２ 調査項目別結果 

Ⅰ 売上（受注）高の動向 

（１）最近（４月）の月間売上（受注）高は、昨年の同期（４月）の月間売上（受注）高と比べ

て、どのくらいとなっていますか。【有効回答数 32社】 

 

 

 

 

 

    ※数値は事業所数、（ ）内の数値は構成比 

増加・減少割合 工業系 食品系 その他 計 

～10割以上増加 １ １  

12 

（37.5％） 

～ ９割 増加 １   

～ ８割 増加    

～ ７割 増加    

～ ６割 増加    

～ ５割 増加    

～ ４割 増加    

～ ３割 増加    

～ ２割 増加 ２   

～ １割 増加 ２ ４ １ 

増加・減少なし １   
１ 

（ 3.1％） 

～ １割 減少 ７ ３ ２ 

19 

（59.4％） 

～ ２割 減少 ２  １ 

～ ３割 減少 ２   

～ ４割 減少 ２   

      

 

 

 

 

 

 

 

４月の売上（受注）高の状況は、対前年比で「増加」が 12 事業所（37.5％）、「増減な

し」が１事業所（3.1％）、「減少」が 19事業所（59.4％）である。売り上げが大幅に増加

した企業は、昨年までの業績悪化していた部分が回復基調になった、インフラ関係の海外

需要が一時的に増加したことなどが要因である。 
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（２）今後（６月）の月間売上（受注）高は、昨年の同期（６月）と比べて、どのくらいになる

と予想されますか。 【有効回答数 32社】 

 

 

 

※数値は事業所数、（ ）内の数値は構成比 

増加・減少割合 工業系 食品系 その他 計 

～10割以上増加    

14 

（43.8％） 

～ ９割 増加 １   

～ ８割 増加    

～ ７割 増加    

～ ６割 増加 １   

～ ５割 増加    

～ ４割 増加  １  

～ ３割 増加 １ １  

～ ２割 増加 １   

～ １割 増加 ３ ５  

増加・減少なし １   
 １ 

（3.1％） 

～ １割 減少 ５ １ ３ 

17 

（53.1％） 

～ ２割 減少 ４   

～ ３割 減少   １ 

～ ４割 減少    

～ ５割 減少 １   

～ ６割 減少 １   

～ ７割 減少 １   

 

６月の売上（受注）高の予想は、対前年比で「増加」が 14 事業所（43.8％）、「増減な

し」が１事業所（3.1％）、「減少」が 17事業所（53.1％）となっている。 
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（３）２～３か月先の業績における動向の懸念材料について、最もあてはまるものについて１つ

お答えください。【有効回答数 34社】 

 

 

 

 

 

回答は、「個人消費」が最も多く、「景気対策」や「為替相場」が続いている。一方で、

「消費者物価」、「熊本地震の影響」と回答した企業はない。 
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Ⅱ 設備投資について【有効回答数 34社】 

（１）今後、設備投資の予定はありますか。 

 

 

 

 

 

（２）設備投資を行う時期はいつ頃を予定していますか。 

 

 

 

 

 

設備投資の予定は、「予定あり」が 24事業所（70.6％）、「予定なし」が 10事業所（29.4％）

である。 

設備投資を行う時期は、「1 年以内」が 20 事業所（83.3％）、「１～２年以内」が３事業所

（12.5％）、「不明」が１事業所（4.2％）である。 
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（３） 設備投資はどのような目的で行う予定ですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

（４）設備投資額（総額）は、どの程度を予定していますか。 

 

 

 

 

 

設備投資の目的は、「取替・更新」が最も多く、「品質向上」、「新製品の製造」、「増産」

が続いている。 

設備投資額（総額）は、「１億円以上」が５事業所（20.8％）、「5,000 万円以上１億円未

満」が８事業所（33.3％）、「1,000万円以上 5,000万円未満」が４事業所（16.7％）、「1,000

万円未満」が７事業所（29.2％）である。 
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（５） 設備投資による雇用の増加の予定はありますか。 
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1

1

15

1

0 5 10 15 20

１～４名増加

５～９名増加

10名以上

雇用増加はない

減少する

設備投資による従業員増減数別企業数（単位 事業所）

 

 

（６）設置投資の際に、国等の補助金活用を予定していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設備投資による雇用の増加ですが、「１～４名増加」が６事業所（25.0％）、「5～9名増加」

が１事業所（4.2％）、「10 名以上」が１事業所（4.2％）、「雇用増加はない」が 15 事業所

（62.5％）、「減少する」が１事業所（4.2％）である。 

設備投資に係る補助金の活用については、「予定あり」が４事業所（16.7％）、「予定なし」

が 20事業所（83.3％）である。なお、活用予定の補助金は、「ものづくり・商業・サービス

新展開支援補助金」、「中小企業経営支援等対策費補助金（ロボット導入実証事業）」などで

ある。 
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Ⅲ 採用について 【有効回答数 34社】 

 

（１）平成 28年４月の採用者はありましたか。また、ある場合は、何人ですか。 

 

 

 

21

13

0 5 10 15 20 25

採用あり

採用なし

新規採用企業数（単位 事業所数）

 
 

 

 平成 28年 4月の新規採用については、「採用あり」が 21事業所（61.8％）、「採用なし」が

13事業所（38.2％）である。 
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市内在住者, 

75

市外在住者, 

55

採用者における市内在住者数及び市外在住者数（単位 人）

 

 

 

 

 

 

高卒人材, 82

大卒等人材, 

48

採用者における高卒人材数及ぶ大卒等人材数 （単位 人）

 

 

採用者人数の総数は 130 名であり、そのうち「市内在住者」は 75 名（57.7％）、「市外在

住者」は 55名（42.3％）であり、市内在住者の比率が高い。 

採用者人数の総数は 130 名であり、そのうち「高卒人材」は 82 名（63.1％）、「大卒等人

材」は 48名（36.9％）であり、高卒人材の比率が高い。 
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市内在住者, 

57

市外在住者, 

25

高卒人材における市内在住者数及び市外在住者数（単位 人）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高卒人材」（82名）における「市内在住者」の採用人数は 57名（69.5％）であり、「市

外在住者」は 25名（30.5％）であり、市内在住者の比率が高い。 

「大卒人材」（48名）における「市内在住者」の採用人数は 18名（37.5％）であり、「市

外在住者」は 30名（62.5％）であり、市外在住者の比率が高い。 
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（２）今後、中途採用の予定はありますか。また、ある場合は、人数を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中途採用については、「中途採用予定あり」が 20事業所（58.8％）、「中途採用予定なし」

が 14事業所（41.2％）である。 

中途採用予定ありの企業は 20事業所であるが、採用者数別の事業所数については、「１

名」が４事業所（20.0％）、「２～４名」が８事業所（40.0％）、「５～９名」が２事業所

（10.0％）、「10名以上」が２事業所（10.0％）である。 

また、「未定」が４事業所（20.0％）である。 
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（３）人材確保のために行っている取り組みはありますか。（複数回答可）。 

 

 

 

 

 

 

（４）採用にあたり、特に求める人材はどのような方ですか（自由記述）。 

  ○技術系大学生、高校生（機械系、食品系） 

  ○熟練技術者（機械系） 

  ○英語を話せる人材（機械系） 

  ○デザイン系人材（機械系） 

  ○長期的に雇用できる人材（機械系、食品系） 

 

（５）採用方法で工夫している点、苦労している点があれば教えてください。 

  ア 工夫している点（自由記述） 

   ○所属する工業会を通じたＰＲ（機械系） 

   ○企業説明会、インターンシップなど高等学校との継続的な関係性を築く（機械系） 

   ○技術系派遣会社の活用（機械系） 

   ○各校出身者によるＯＢ訪問（機械系） 

   ○飲食店で知り合いを作り信頼関係を築いて、勧誘（機械系） 

   ○高校卒業者を継続して採用する（機械系） 

 

  イ 苦労している点（自由記述） 

   ○進学者が多く、高卒人材を確保できない（機械系、食品系） 

   ○人材の母数が減少している（機械系） 

   ○パート人材賃金の高騰により、募集をかけにくい（食品系） 

   ○大卒人材の応募がない（機械系） 

人材確保のための取り組みについては、「ハローワーク活用」が最も多く、「企業説明会

の実施、参加」、「インターンシップの受け入れ」が続いている。「その他」の具体的な内容

としては、外国人人材の確保のため東南アジアにある大学を訪問しているなどである。 
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Ⅳ その他 

市への要望等がありましたら、お聞かせください。（自由記述） 

○人口減は、少子高齢化、女性の社会進出、保育園待機児童、年金問題など、すべてがからみ

あって起きている現象。広い視点で人口流出の問題解決に取り組んでほしい 

○飯田市からの人口減少を食い止める必要がある 

○新しい人の流れとして、愛犬家などを呼び込むために、ドッグラン、カフェなどを整備して

ほしい 

○飯田山本ＩＣへのアクセスを改良してほしい 

○企業の障がい者の採用促進には、飯田市内にも障がい者雇用のサポートセンターがあるとあ

りがたい 

○リニア開通に向けて、地域全体で盛り上げてほしい 

○積極的に企業への聞き取りなどを実施してほしい 

○企業との交流を強化してほしい 

○工場管理の基準が強化されている傾向にあり、知識的な部分を支援してほしい 

○「知の拠点」整備事業に期待をしている 

 

 

 


